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	応用
	抗原情報
	背景
	オートファジー受容体は、分解対象となる貨物とMAP1 LC3ファミリーのオートファジー修飾因子の両方と直接相互作用します。ALIS（アグリソーム様誘導構造）と呼ばれるポリユビキチン含有小体の形成とオートファジー分解の両方に必要であり、ALISをオートファジー機構に連結します。ミッドボディリングの分解に関与しています。TNF-α、神経成長因子（NGF）、およびインターロイキン-1によるNFKB1の活性化を制御する可能性があります。
	研究分野
	シグナル伝達
	画像データ
	

	SQSTM1/p62 抗体および DAPI (青) を使用した U87-MG における SQSTM1/p62 (緑) の免疫細胞化学分析。
	

	SQSTM1 抗体を使用した K562、3T3、Hela 溶解物中の SQSTM1 のウエスタン ブロット分析。
	

	SQSTM1抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学分析。抗原賦活化には、高圧高温クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を使用した。

